
第
三
十
二
条
の
八
第
一
項
中
「
放
射
線
し
や
へ
い
物
」
を
「
放
射
線
遮
蔽
物
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
一
中
「国

土
交
通
大
臣

」
を
「原

子
力
規
制
委
員
会

」
に
、「実

用
舶
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に

関
す
る
規
則

」
を
「船

舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
（
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の
を
除
く
。）の
設
置
、
運
転
等
に
関
す

る
規
則

」
に
、「

実
用
舶
用

原
子
炉

」
を
「

原
子
炉

」
に
、「実

用
舶
用
原
子
炉
ご
と

」
を
「原

子
炉
ご
と

」
に
改
め
る
。

平成™›年 月˜›日 金曜日 (号外第™—˜号)官 報

別
記
様
式
第
二
中
「国
土
交
通
大
臣

」
を
「原

子
力
規
制
委
員
会

」
に
、「実

用
舶
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に

関
す
る
規
則

」
を
「船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
（
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の
を
除
く
。）の
設
置
、
運
転
等
に
関
す

る
規
則

」
に
、「舶
用
原
子
炉
の
運
転
時
間

」
を
「原

子
炉
の
運
転
時
間

」
に
、「実

用
舶
用
原
子
炉
ご
と

」
を
「原

子
炉
ご
と

」
に
改
め
る
。

（
核
燃
料
物
質
等
車
両
運
搬
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

核
燃
料
物
質
等
車
両
運
搬
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
運
輸
省
令
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

七
条
第
一
項
中
「
主
務
大
臣
（
法
第
五
十
九
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
原
子
力
事
業
者
等
の
区
分
に
応
じ
、
当

該
各
号
に
定
め
る
大
臣
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
三
中
「
第
五
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
七
条
の
九
」
に
改
め
る
。

第
七
条

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
を
す
る
職
員

の
携
帯
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
の

中
「
、
文
部
科
学
大
臣
」
及
び
「
に
つ
い
て
は
原
子
力
規
制
委
員
会
」
を
削
り
、「
文
部
科
学
大
臣
と
」

を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
と
」
に
、「
文
部
科
学
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
（
試
験
研
究
の
用

に
供
す
る
原
子
炉
に
係
る
場
合
に
あ
つ
て
は
文
部
科
学
大
臣
及
び
国
土
交
通
大
臣
）」に
改
め
る
。

第
八
条

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
を
す
る
職
員

の
携
帯
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
の

中
「
５
」
を
「
６
」
に
、「
６
」
を
「
７
」
に
、「
11
」
を
「
12
」
に
、「
第
五
項
ま
で
」
を「
第
六
項
ま
で
」

に
、「
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
」
を
「
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
、」に
、「
第
二
項
の
規
定
」
を「
第
二
項
、

第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の
三
の
八
第
一
項
若
し
く
は
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
五
第
一
項
の

規
定
」
に
改
め
、「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
四
十
三
条
の
三
の
十
八
第
一
項
」
を
加
え
、「
原
子

炉
設
置
者
」
を
「
試
験
研
究
用
等
原
子
炉
設
置
者
」
に
改
め
、「
外
国
原
子
力
船
運
航
者
」
の
下
に
「
、
発
電
用
原
子

炉
設
置
者
」
を
、「
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
四
十
三
条

の
三
の
五
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
五
第
一
項
」
を
加
え
、「
第
六
十
八
条
第
六
項
及
び
第
十
一
項
」を「
第

六
十
八
条
第
七
項
及
び
第
十
二
項
」
に
、「
第
四
項
ま
で
又
は
第
十
二
項
」
を「
第
五
項
ま
で
又
は
第
十
三
項
」に
、「
第

六
十
八
条
第
五
項
」
を
「
第
六
十
八
条
第
六
項
」
に
、「
、
第
十
四
号
」
を
「
、
第
十
三
号
の
三
か
ら
第
十
三
号
の
七

ま
で
、
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

（
実
用
舶
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

実
用
舶
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
運
輸
省
令
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
（
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の
を
除
く
。）の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則

本
則
中
「
国
土
交
通
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
、「
主
務
省
令
」
及
び
「
国
土
交
通
省
令
」を「
原

子
力
規
制
委
員
会
規
則
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
実
用
舶
用
原
子
炉
」
を
「
船
舶
に
設
置
す
る
原
子
炉
（
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
も
の
を
除
く
。）」
に

改
め
る
。

第
八
条
の
二
中
「
放
射
線
遮
へ
い
物
」
を
「
放
射
線
遮
蔽
物
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
号
中
「
放
射
線
し
や
へ
い
材
」
を
「
放
射
線
遮
蔽
材
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
号
中
「
放
射
線
し
や
へ
い
」
を
「
放
射
線
遮
蔽
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
表
第
六
号
中
「
第
二
条
第
三
号
」
を
「
第
三
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
表
第
十
号
中

「
第
二
条
第
二
号
」
を
「
第
三
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
十
五
号
チ
中
「
第
二
条
第
一
号
」
を
「
第
三

条
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
二
第
六
項
第
八
号
中
「
第
二
条
第
一
号
」
を
「
第
三
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
第
一
号
及

び
第
二
号
中
「
第
二
条
第
一
号
」
を
「
第
三
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
条
第
三
号
」
を
「
第
三

条
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
三
項
中
「
主
務
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
る
。

（
放
射
性
同
位
元
素
等
の
事
業
所
外
運
搬
に
係
る
危
険
時
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

放
射
性
同
位
元
素
等
の
事
業
所
外
運
搬
に
係
る
危
険
時
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
六
年

運
輸
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
し
や
へ
い
具
」
を
「
遮
蔽
具
」
に
、「
文
部
科
学
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め

る
。

（
放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
立
入

検
査
を
行
う
職
員
の
携
帯
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
を
定
め
る
省
令
及
び
放
射
性
同
位
元
素
等
に
係
る
登
録

運
搬
方
法
確
認
機
関
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「
文
部
科
学
大
臣
」
を
「
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
る
。

一

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
立

入
検
査
を
行
う
職
員
の
携
帯
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
運
輸
省
令
第
二

十
三
号
）
様
式

二

放
射
性
同
位
元
素
等
に
係
る
登
録
運
搬
方
法
確
認
機
関
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
令
第
六
十

号
）
別
記
様
式

（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
独
立
行
政
法
人
原
子
力
安
全

基
盤
機
構
の
運
搬
方
法
確
認
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
独
立
行
政
法
人
原
子

力
安
全
基
盤
機
構
の
運
搬
方
法
確
認
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
国
土
交
通
省
令
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
原
子
力
規
制
委
員
会
」
に
改
め
る
。

（
国
際
航
海
船
舶
及
び
国
際
港
湾
施
設
の
保
安
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

国
際
航
海
船
舶
及
び
国
際
港
湾
施
設
の
保
安
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
国
土
交

通
省
令
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
三
項
中
「
第
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
」
に
改
め
る
。

（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
六
十
二
条
の
三
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣

へ
の
報
告
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
第
六
十
二
条
の
三
に
規
定
す
る
国
土
交

通
大
臣
へ
の
報
告
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
令
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
五
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
七
条
の
九
」
に
改
め
る
。

（
国
土
交
通
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

国
土
交
通
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
三
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

危
険
物
輸
送
対
策
室
は
、
船
舶
に
よ
る
危
険
物
そ
の
他
の
特
殊
貨
物
の
運
送
及
び
貯
蔵
に
関
す
る
事
務
（
安
全

基
準
課
及
び
船
舶
検
査
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）を
つ
か
さ
ど
る
。

第
百
十
三
条
第
六
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
四
条
（
放
射
性
同
位
元
素
等
車
両
運
搬
規
則
第
十
八
条
第
三
項
の
改
正
規
定
に
限
る
。）、
第
七
条
、
第
十
一

条
及
び
第
十
二
条
の
規
定

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平

成
二
十
五
年
四
月
一
日
）

二

第
五
条
（
核
燃
料
物
質
等
の
事
業
所
外
運
搬
に
係
る
危
険
時
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
規
則
第
一
項
の
改
正
規

定
に
限
る
。）、
第
八
条
、
第
十
条
（
核
燃
料
物
質
等
車
両
運
搬
規
則
第
十
六
条
の
三
の
改
正
規
定
に
限
る
。）及
び

第
十
五
条
の
規
定

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

˜™š


		2012-09-13T14:49:17+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




